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臨床成績は痔痛，歩行能力，関節可動性を各々 1--6点の6段階に分けて採点し， 18--17点を excellent ， 16--15点を
good , 14--13点を fair ， 12点以下を poor と評価した。コンポーネントのゆるみはX線像で評価し，コンポーネント





臨床成績は術前平均，終痛2.5点，歩行能力2.6点，関節可動性3.9点が，術後各々 5.7点， 5.2点， 5.7点に改善した。総
合成績では excellent36関節， good17関節， fair3関節， poor 1 関節と評価され， 93%の症例で満足できる結果が得ら


























があきらかにされ，ポリエチレンの wear debris が骨吸収を惹起し，コンポーネントのゆるみにつながることが示唆
された。
本研究は，生体材料としてのアルミナセラミックの有用性を臨床的にあきらかにしたものであり，博士(医学)の
学位論文としての価値を有するものと認められた。
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